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代
の
校
長
先
生
、
教
職
員
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご
指
導
と
愛
情
、
さ
ら
に
は
地
域
社
会
か
ら
の
期
待
、
そ
し
て
そ

れ
に
応
え
る
生
徒
諸
君
の
奮
起
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
と
し
み
じ
み
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

今
日
の
社
会
は
変
化
が
大
き
く
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は
現
実
に
即
応
す
る
能
力

と
、
揺
ら
が
な
い
精
神
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
友
愛
・
清
新
・
気
魄
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
文
武
に
渡
っ
て
日
々
精

進
を
重
ね
る
本
校
で
培
わ
れ
た
能
力
と
精
神
が
、
今
後
の
社
会
で
は
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

本
校
は
、
い
よ
い
よ
新
し
い
世
紀
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
水
高
の
歴
史
を
鑑
み
更
な
る
飛
躍
の
た
め
に
、
今

後
の
生
徒
諸
君
の
活
躍
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る
皆
様
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
「
我
ら
が
母
校
」
水
沢
高
校
の
躍
進
を
心
か
ら
祈
念
し
、
ご
挨
拶
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
度
、
本
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
く
、
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
創

立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
を
代
表
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
二
年
一
〇
月
一
六
日
の
記
念
式
典
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
、
同
窓
生
各
位
、
保
護
者
の
皆
様
、
教
職
員

の
皆
様
、
在
校
生
諸
君
と
、
千
四
百
人
に
の
ぼ
る
方
々
が
一
堂
に
会
し
ま
し
て
、
Ｚ
ホ
ー
ル
に
て
盛
大
に
お
祝
い

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
事
業
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
奥
州
市
、
金
ケ
崎
町
を
始
め
と
し
て
市
内
の
企
業

体
、
同
窓
生
各
位
か
ら
多
く
の
ご
寄
付
を
賜
り
、
そ
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
記
念
事
業
を
推
進
で
き
ま
し
た
こ

と
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
明
治
四
四
年
四
月
に
胆
沢
郡
立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
創
立
し
て
以
来
、
時
代
の
要
請
と
進
展
に
伴

い
、
大
正
一
五
年
に
は
岩
手
県
立
水
沢
高
等
女
学
校
と
な
り
、
昭
和
二
三
年
に
は
学
制
改
革
に
よ
り
県
立
水
沢
中

学
校
及
び
県
立
水
沢
商
業
学
校
と
の
統
合
、
そ
し
て
商
業
科
及
び
各
分
校
の
分
離
独
立
、
さ
ら
に
は
昭
和
四
四
年

に
は
理
数
科
の
設
置
な
ど
、
幾
多
の
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、
百
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
参
り
ま
し
た
。
昭
和
五
二
年

に
は
現
在
の
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
の
白
亜
の
校
舎
が
落
成
し
、
併
せ
て
志
學
館
の
建
築
な
ど
環
境
整
備
を
進

め
、
県
南
地
域
の
学
究
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

本
校
の
百
年
間
の
歴
史
を
顧
み
る
と
き
、
卒
業
生
は
二
万
名
を
越
え
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
多
数
輩
出
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
諸
先
輩
方
を
仰
ぎ
見
る
に
つ
け
、
本
校
の
優
れ
た
教
育
環
境
の
あ
り
が
た
さ

を
実
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
こ
れ
ま
で
本
校
を
支
え
続
け
て
下
さ
っ
た
関
係
各
位
並
び
に
歴
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そ
し
て
、
水
沢
高
等
学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
平
成
二
二
年
九
月
に

「
昇
龍
館
」
と
命
名
し
た
屋
内
運
動
場
が
完
成
し
、
翌
一
〇
月
一
六
日
に
は
創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
Ｚ
ホ
ー
ル

を
会
場
に
厳
粛
な
中
に
も
盛
大
に
行
わ
れ
、
水
沢
高
等
学
校
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
飛
躍
を

誓
っ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
記
念
事
業
で
は
、
単
に
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
立
理
数
高

校
と
の
交
流
事
業
や
、
こ
の
記
念
誌
を
編
纂
す
る
な
ど
の
活
動
も
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
振

り
返
る
に
つ
け
て
も
、
偏
に
皆
様
の
ご
厚
情
の
賜
物
と
、
改
め
て
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
水
沢
高
等
学
校
は
新
し
い
世
紀
に
そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
水
高
生
に
は
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
、

新
た
な
伝
統
を
築
き
上
げ
な
が
ら
、
有
為
な
人
材
と
し
て
広
い
世
界
に
羽
ば
た
い
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
念
願
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
水
沢
高
等
学
校
が
ま
す
ま
す
素
晴
ら
し
い
学
校
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
度
は
、
水
沢
高
等
学
校
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
名
実
と
も
に
伝
統
校
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
喜
ば
し
く
、
こ
れ
ま
で
本
校
を
ご
卒
業
な
さ
っ
た
同
窓
生
各
位
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
本
校
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
々
と
と
も
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
推
進
す
る

に
あ
た
り
、
奥
州
市
、
金
ヶ
崎
町
、
企
業
体
、
現
・
旧
職
員
の
皆
様
、
同
窓
生
諸
氏
、
関
係
各
位
か
ら
、
多
大
な

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
の
記
念
事
業
が
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
こ

こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
記
念
事
業
協
賛
会
は
平
成
一
七
年
一
〇
月
二
二
日
に
「
創
立
百
周
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会
設
立

準
備
会
」と
い
う
仮
称
で
実
質
的
な
活
動
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。以
後
一
〇
回
以
上
の
会
議
と
そ
れ
に
伴
う
様
々

な
協
議
を
重
ね
、
平
成
二
〇
年
一
月
一
八
日
に
、「
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
」
と

し
て
正
式
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
募
金
、
建
設
、
記
念
誌
編
集
、
式
典
、
祝
賀
会
・
行
事
の
五
つ
の

専
門
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
同
窓
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
と
が
連
携
し
て
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
体
制
が
整
い
、
各

委
員
会
で
は
た
く
さ
ん
の
方
々
が
関
わ
っ
て
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
事
業
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
の
が
、
多
目
的
屋
内
運
動
場
の
建
築
で
し
た
。
八
〇
周
年
記
念
事
業
で

は
志
學
館
を
建
設
し
、
生
徒
諸
君
の
学
力
向
上
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
文
武
両
道
を
標
榜
す
る
水
沢
高

等
学
校
と
し
て
、「
武
」
の
部
分
の
強
化
が
学
校
と
し
て
の
課
題
で
あ
り
、
全
天
候
対
応
の
運
動
場
の
実
現
が
望
ま

れ
て
い
た
の
で
し
た
。
そ
こ
で
そ
れ
を
現
実
の
も
の
と
す
る
べ
く
こ
の
協
賛
会
も
全
力
を
挙
げ
て
参
り
ま
し
た
。
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の
校
舎
の
建
築
に
取
り
か
か
り
、
五
二
年
に
落
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
前
後
し
て
、
弓
道
場
、
柔
剣
道
場
、
奏
龍

館
、
白
龍
館
等
の
建
設
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
、
中
庭
の
造
園
な
ど
、
教
育
環
境
の
整
備
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
年
に
は
八
〇
周
年
記
念
館
志
學
館
が
、
九
〇
周
年
の
平
成
一
二
年
に
は
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
水
龍
館
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
五
年
に
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
、
理
数
科
を
始
め
、

普
通
科
に
お
い
て
も
、
特
色
あ
る
理
数
教
育
に
取
り
組
み
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現

力
な
ど
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
本
年
、
屋
内
運
動
場
「
昇
龍
館
」
を
建
設
し
て
頂
き
、
先
月
完
成
を
見
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
校
は
、
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が
ら
、
胆
江
地
区
を
は
じ
め
、
県
南
部
の
中
等
教
育
の
一
翼
を

百
年
に
わ
た
っ
て
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
本
校
か
ら
、
県
と
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
、
有
為
の
人
材
が
輩
出
し
、
活
躍
し
て

い
る
こ
と
に
思
い
を
至
す
時
、
本
校
の
教
育
振
興
に
情
熱
を
持
っ
て
当
た
ら
れ
た
歴
代
校
長
を
始
め
と
す
る
教
職

員
の
尽
瘁
に
対
し
て
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
、
真
摯
に
努
力
を
重
ね
ら
れ
た
卒
業

生
の
皆
様
に
対
し
て
も
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
校
が
こ
の
よ
う
に
発
展
し
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に
、
本
校
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
支
援
、
そ
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
期
待
を
お
寄
せ
頂
い
た
奥
州
市
や
金
ケ
崎
町
を
始
め
と
す
る
県
南
各
地

域
の
方
々
の
ご
厚
情
の
賜
で
あ
り
、
改
め
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
生
徒
諸
君
。
皆
さ
ん
は
本
校
創
立
百
周
年
の
節
目
に
立
つ
こ
と
の
幸
せ
を
実
感
し
て
下
さ
い
。
県
下
で

も
類
を
見
な
い
、
広
大
な
敷
地
と
多
く
の
施
設
は
、
こ
の
百
年
を
掛
け
て
、
水
高
生
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
水
高
生
に
寄
せ
ら
れ
た
期
待
の
表
れ
で
す
。
皆
さ
ん
が
、
そ
の
恩
恵
を
最
も
享
受
す
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
友
愛
・
清
新
・
気
魄
」
の
モ
ッ
ト
ー
の
下
、
校
歌
の
一
節
に
あ
る
と

お
り
、「
真
と
善
と
美　

は
げ
し
く
求
め
」
て
、
飛
龍
第
二
世
紀
の
幕
を
開
け
て
い
く
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
使
命
と

な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
こ
れ
ま
で
、
本
校
の
発
展
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
多
く
の
関
係
各
位
に
、
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
更
な
る
ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
式
辞
と
致
し
ま
す
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�

��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	




��
�

��

��

��

��

　　

秋
高
く
、
爽
や
か
な
今
日
の
、
こ
の
佳
き
日
に
、
ご
来
賓
、
関
係
各
位
、
旧
職
員
、
同
窓
生
、
並
び
に
保
護
者

の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
教
職

員
、
生
徒
一
同
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
感
激
に
堪
え
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
四
四
年
四
月
一
五
日
に
、
胆
沢
郡
立
実
科
高
等
女
学
校
が
創
立
さ
れ
、
以
来
、
県
立
移
管
や
校
名
変
更
を

経
つ
つ
、
当
地
域
の
女
子
教
育
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
長
年
の
熱
意
と
努
力
が
実
を
結
び
、
岩
手
県
立
水
沢
中
学
校
が
昭
和
二
一
年
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
三
年
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
県
立
水
沢
高
等
女
学
校
、
県
立
水
沢
中
学
校
、
県
立
水
沢
商
業

学
校
が
統
合
し
、
全
日
制
普
通
科
と
商
業
科
に
、
定
時
制
中
心
校
・
分
校
を
併
設
す
る
、
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学

校
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
九
年
に
商
業
科
が
岩
手
県
立
水
沢
商
業
高
等
学
校
と
し
て
独
立
す
る
際
に
、
定
時
制
中
心
校
も
同
校
に

移
管
さ
れ
、
翌
三
〇
年
は
黒
石
分
校
が
岩
手
県
立
水
沢
農
業
高
等
学
校
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
金
ヶ
崎
分
校
は
四

三
年
に
岩
手
県
立
金
ヶ
崎
高
等
学
校
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
に
南
都
田
分
校
と
若
柳
分
校
が
統
合
し
て
発
足
し
た
胆
沢
分
校
は
、
五
〇
年
に
岩
手
県
立
胆
沢
高

等
学
校
と
し
て
独
立
し
、
創
立
以
来
六
一
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
〇
年
四
月
に
本
校
と

統
合
し
、
本
年
三
月
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
二
七
年
に
龍
ヶ
馬
場
に
校
舎
が
完
成
し
、
全
生
徒
が
集
い
、
勉
学
に
勤
し
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
四
四
年
に
理
数
科
設
置
、
翌
四
十
五
年
は
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
。
四
九
年
に
は
現
在
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る
と
と
も
に
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て

深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
当
地
奥
州
市
は
近
世
よ
り
偉
人
の
街
と
し
て
知
ら
れ
、
日
本
の
歴
史
に
偉
業
を
残
し
た
多
く
の
人
材
を

輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
校
は
、
三
万
坪
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
、
緑
に
囲
ま
れ
た
白
亜
の
校
舎
、
八
〇

周
年
記
念
の
志
學
館
、
及
び
、
こ
の
た
び
完
成
し
た
昇
龍
館
な
ど
、
東
北
に
も
例
が
な
い
ほ
ど
の
、
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
穣
な
風
土
と
す
ば
ら
し
い
環
境
に
育
ま
れ
る
本
校
の
将
来
は
、
ま
す
ま
す
光
彩

陸
離
た
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
成
一
五
年
に
は
文
部
科
学
省
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
今
年
で
通
算
八
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
取
り
組
み
と
成
果
は
県
内

外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
先
進
的
理
数
教
育
拠
点
校
と
し
て
、
全

国
的
な
規
模
で
の
共
同
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

二
十
一
世
紀
の
現
在
は
、
様
々
な
価
値
観
が
混
在
し
、
高
度
情
報
化
や
国
際
化
、
技
術
革
新
等
が
進
行
す
る
な

ど
、
か
つ
て
な
い
激
し
い
変
化
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校

教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
有
し
、
問
題
解
決
能
力
に
す
ぐ
れ
、
国
際
社
会
に
活

躍
で
き
る
若
者
の
育
成
で
あ
り
ま
す
。
燦
然
と
輝
く
人
材
が
輩
出
し
た
こ
の
地
、
こ
の
学
舎
か
ら
、
独
創
的
か
つ

情
報
発
信
能
力
に
優
れ
た
人
材
が
飛
び
立
つ
こ
と
を
、
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

百
周
年
と
い
う
こ
の
節
目
の
年
に
集
う
こ
と
の
で
き
た
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
水
沢
高
校
で
学
ぶ
喜
び
と
誇
り

を
強
く
意
識
す
る
と
共
に
、
先
輩
が
築
き
あ
げ
た
真
理
追
究
の
伝
統
を
継
承
し
、「
友
愛
・
清
新
・
気
魄
」
の
校
訓

の
も
と
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
活
躍
を
願
っ
て
強
く
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
の
記
念
式
典
に
当
た
り
、
関
係
各
位
の
長
年
に
わ
た
る
ご
支
援
ご
尽
力
に
対
し
、
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
の
新
た
な
る
百
年
へ
の
躍
進
を
記
念
し
、
告
辞
と
い
た
し

ま
す
。
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本
日
、
こ
こ
に
、
ご
来
賓
、
同
窓
生
、
保
護
者
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
数
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
岩
手
県

立
水
沢
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

本
校
は
、
明
治
四
四
年
四
月
胆
沢
郡
立
実
科
高
等
女
学
校
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
前
戦
後
の
混
乱

期
に
幾
多
の
困
難
を
乗
り
こ
え
て
、
昭
和
二
三
年
（
学
制
改
革
に
よ
り
）
岩
手
県
立
水
沢
中
学
校
、
同
水
沢
高
等

女
学
校
、
同
水
沢
商
業
学
校
の
三
校
を
統
合
、
岩
手
県
立
水
沢
高
等
学
校
と
し
て
新
た
に
発
足
し
、
現
在
に
い
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
職
員
と
生
徒
の
創
造
的
な
研
究
と
実
践
に
よ
り
、
つ
ね
に
新
た
な
飛
躍
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。
戦

前
は
、
地
域
は
も
と
よ
り
、
広
く
本
県
の
女
子
教
育
の
振
興
に
貢
献
し
、
戦
後
も
、
県
南
地
域
の
学
究
活
動
の
拠

点
校
と
し
て
の
地
位
を
築
き
あ
げ
、
県
高
校
教
育
界
の
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
、
高
い
教

養
と
実
学
を
重
ん
ず
る
高
等
女
学
校
の
校
風
は
、
新
制
高
等
学
校
の
新
し
い
教
育
理
念
と
相
俟
っ
て
、
自
主
自
律
、

清
新
に
し
て
質
実
剛
健
、
気
概
に
満
ち
た
現
在
の
校
風
に
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
「
水
高
精
神
」
と
も
言

う
べ
き
伝
統
を
、
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
卒
業
生
は
現
在
二
万
名
を
超
え
、
高
い
理
想
と
広
い
視
野
、
確
固
不

抜
の
信
念
を
持
ち
、
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
中
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え

に
、
創
立
以
来
の
歴
代
校
長
を
は
じ
め
、
教
職
員
並
び
に
生
徒
諸
君
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
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一
世
紀
を
閲
し
、
第
二
世
紀
へ
と
歩
を
進
め
る
本
校
で
す
が
、
故
郷
そ
し
て
世
界
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
大
き
な

変
動
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ど
ん
な
時
、
場
に
あ
っ
て
も
「
真
善
美
」
を
求
め
、
理
想
を
高
く
掲
げ
そ
の
実
現
に
毎

日
を
努
力
す
る
、
そ
ん
な
本
校
生
徒
、
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
沢
高
校
の
一
層
の
隆
昌
を
祈
念
し
、
お
祝
い
と
御
礼
迄
申
し
述
べ
ま
す
。
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水
沢
高
等
学
校
が
百
周
年
の
佳
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
卒
業
生
、
関
係
の
方
々
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
、
と
り
わ
け
こ
の
周
年
行
事
に
ご
尽
力
賜
っ
た
、

各
委
員
会
の
委
員
各
位
、
教
職
員
、
何
よ
り
も
生
徒
諸
君
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
は
空
間
に
す
ぎ
な
い
、
建
物
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
に
か
が
生
じ
る
訳
で
は
な
く
、
そ
の
時
点
時
点
に
所

属
す
る
者
の
不
断
の
営
為
が
結
果
と
し
て
集
積
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
学
校
の
伝
統
は
関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
の
努

力
の
総
和
と
し
て
あ
る
の
だ
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
い
た
式
典
で
あ
り
ま
し
た
。

　

自
ら
顧
み
て
、
本
校
に
勤
務
し
て
そ
の
職
責
に
も
と
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
か
、
そ
う
自
戒
を
抱
い
た
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

　

周
年
行
事
は
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
素
晴
ら
し
い
秋
の
一
時
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
に
風
雨
の
憂
い

な
く
活
動
で
き
る
場
を
準
備
し
て
や
り
た
い
、
こ
の
願
い
か
ら
整
備
さ
れ
た
屋
内
運
動
場
は
、
全
て
の
運
動
部
が

利
用
で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
体
育
の
授
業
で
も
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
所
期
の
目
的
を
十
分
に
果
た
し
て
い

る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
の
経
済
的
裏
付
け
を
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
昨
今
の
状
況
を
反
映
し
て
か
危
惧
さ
れ
る
実
態
に
あ
り
、
事
務
局
は
、
無
礼
で
あ
り
ご
不
快
を
お
か
け

す
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
な
が
ら
、
再
三
に
わ
た
り
文
書
を
発
出
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
海
容
を
お
願

い
す
る
次
第
で
す
。
お
陰
様
で
関
係
事
業
を
全
う
で
き
る
状
況
に
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改
め
て

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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